
パンチデータレイアウト 

 

１ 共通仕様 

⑴ パンチ項目に赤ペンで修正がある場合は、赤ペンで修正された内容をパンチしてく

ださい。 

⑵ パンチ項目に不備や不鮮明があっても、下記項目毎の注意事項に従い判断が可能な

場合はみなし（判断）パンチを行ってください。 

⑶ 訂正分の給与支払報告書については、余白に赤色の文字で,「訂正」と表示するので

注意してください。 

⑷ 特徴／普徴区分は給与支払報告書の押印により判断してください。 

特徴区分：「○特」、普徴区分：「○普」 

なお、給与支払報告書に押印がない場合は、次のイメージデータの並びにより判断し

てください。 

 

〈イメージデータの並び〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 項目全体でカナ、数字が薄い、かすれていて判断できない場合は、ノーパンチとして

ください。 

 

２ データレイアウト 

⑴ 総括表及び普通徴収切替書、給与支払報告書 パンチ件数表 

 

NO 項目名称 文字属性 設定内容 

1 総括表 数字 数を記録してください。 

2 給与支払報告書（個人明細書） 数字 数を記録してください。 

3 普通徴収切替理由書 数字 数を記録してください。 

 

⑵ パンチデータエラーリスト 

 

イメージデータ名称 氏名（カナ） 項目 内容 備考 

例 320002000245  カシバ タロウ NO.36 社会保険料 空白で処理 手書きで読み取れないため 

総括表 

切替理由書 

個人別明細書 

（特別徴収分） 

個人別明細書 

（普通徴収分） 

上 

下 

データ送付票 



 ⑶ 総括表検索キーデータ（前年度のレイアウト） 

 

No. CSV 項目名称 文字属性 文字数 設定内容 

1 資料番号 数字 12 文字 例）「320001000002」 

2 業務区分 数字 1 文字 「1」をパンチしてください。 

3 資料区分 数字 1 文字 「2」をパンチしてください。 

4 年度 数字 4 文字 「2027」をパンチしてください。 

5 データフラグ     空値 

6 データフラグ     空値 

7 データフラグ     空値 

8 データフラグ     空値 

9 データフラグ     空値 

10 データフラグ     空値 

11 データフラグ     空値 

12 データフラグ     空値 

13 データフラグ     空値 

14 データフラグ     空値 

15 データフラグ     空値 

16 データフラグ     空値 

17 データフラグ     空値 

18 データフラグ     空値 

19 データフラグ     空値 

20 指定番号 数字 

半角スペース

+11 文字 

例）総括表の指定番号「10200514」⇒「 00010200514」※「半角スペース+11

桁（頭 0 で埋める）」 

21 データフラグ     空値 

22 データフラグ     空値 

23 データフラグ     空値 

24 データフラグ     空値 

25 データフラグ     空値 

26 データフラグ     空値 

27 データフラグ     空値 

28 データフラグ     空値 

29 データフラグ     空値 

30 データフラグ     空値 

31 データフラグ     空値 

32 データフラグ     空値 

33 データフラグ     空値 

34 データフラグ     空値 

35 データフラグ     空値 

36 データフラグ     空値 



37 データフラグ     空値 

38 データフラグ     空値 

39 データフラグ     空値 

40 データフラグ     空値 

41 データフラグ     空値 

42 データフラグ     空値 

43 データフラグ     空値 

44 データフラグ     空値 

45 データフラグ     空値 

46 データフラグ     空値 

47 データフラグ     空値 

48 データフラグ     空値 

49 データフラグ     空値 

50 データフラグ     空値 

51 データフラグ     空値 

52 データフラグ     空値 

53 データフラグ     空値 

54 データフラグ     空値 

55 データフラグ     空値 

56 データフラグ     空値 

57 データフラグ     空値 

58 データフラグ     空値 

59 データフラグ     空値 

60 データフラグ     空値 

61 データフラグ     空値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑷ 普通徴収切替書検索キーデータ（前年度のレイアウト） 

 

No. CSV 項目名称 文字属性 文字数 設定内容 

1 資料番号 数字 12 文字 例）「320001000004」 

2 業務区分 数字 1 文字 「1」をパンチしてください。 

3 資料区分 数字 1 文字 「2」をパンチしてください。 

4 年度 数字 4 文字 「2027」をパンチしてください。 

5 データフラグ     空値 

6 データフラグ     空値 

7 データフラグ     空値 

8 データフラグ     空値 

9 データフラグ     空値 

10 データフラグ     空値 

11 データフラグ     空値 

12 データフラグ     空値 

13 データフラグ     空値 

14 データフラグ     空値 

15 データフラグ     空値 

16 データフラグ     空値 

17 データフラグ     空値 

18 データフラグ     空値 

19 データフラグ     空値 

20 指定番号 数字 

半角スペース

+11 文字 

例）総括表の指定番号「10200514」⇒「 00010200514」※「半角スペース+11 桁

（頭 0 で埋める）」 

21 データフラグ     空値 

22 データフラグ     空値 

23 データフラグ     空値 

24 データフラグ     空値 

25 データフラグ     空値 

26 データフラグ     空値 

27 データフラグ     空値 

28 データフラグ     空値 

29 データフラグ     空値 

30 データフラグ     空値 

31 データフラグ     空値 

32 データフラグ     空値 

33 データフラグ     空値 

34 データフラグ     空値 

35 データフラグ     空値 

36 データフラグ     空値 



37 データフラグ     空値 

38 データフラグ     空値 

39 データフラグ     空値 

40 データフラグ     空値 

41 データフラグ     空値 

42 データフラグ     空値 

43 データフラグ     空値 

44 データフラグ     空値 

45 データフラグ     空値 

46 データフラグ     空値 

47 データフラグ     空値 

48 データフラグ     空値 

49 データフラグ     空値 

50 データフラグ     空値 

51 データフラグ     空値 

52 データフラグ     空値 

53 データフラグ     空値 

54 データフラグ     空値 

55 データフラグ     空値 

56 データフラグ     空値 

57 データフラグ     空値 

58 データフラグ     空値 

59 データフラグ     空値 

60 データフラグ     空値 

61 データフラグ     空値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑸ 給与支払報告書パンチデータ（前年度のレイアウト） 

 

No. CSV 項目名称 原 票

位置 

文 字

属性 

文字数 設定内容 

1 支払調書等の種

類 

  半角 3 文字 「PKY」をパンチしてください。 

2 整理番号１ 2 数字 6 文字 スキャニングした資料番号の上 6 桁をパンチしてください。 

例）292109_2027_01_002_320001000001 

⇒「320001」 

3 本支店等区分番

号 

      空値 

4 提出義務者住所       空値 

5 提出義務者氏名       空値 

6 提出義務者電話       空値 

7 整理番号２ 3 数字 6 文字以内 スキャニングした資料番号の下 6 桁をパンチしてください。 

例）292109_2027_01_002_320001000001 

⇒「1」※頭 0 は不要です。 

8 提出者の住所       空値 

9 提出者の氏名       空値 

10 訂正表示   数字 1 文字 「0」をパンチしてください。 

11 年分   数字 2 文字以内 支払の年を和暦の２桁でパンチしてください。 

例）支払年が令和８年(令和９年度課税)のときは、「８」をパンチしてください。 

12 住所       空値 

13 国外住居表示       空値 

14 氏名       空値 

15 役職名       空値 

16 種別 1 全角 10 文字以内 「給  与」をパンチしてください。 

【注意事項】 

・給  与の間に全角スペースが２つあります。 

17 支払金額 7 数字 10 文字以内 未払金額を含んだ給与等の支払金額をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．１段のみ記入はそのままパンチしてください。 

２. ２段記入の場合、下段の金額をパンチしてください。 

３．カッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてください。 

18 未払金額       空値 

19 所 得 金 額 (調 整

控除後) 

8 数字 10 文字以内 給与所得控除後の金額（調整控除後）をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

20 所得控除合計 9 数字 10 文字以内 所得控除の額の合計額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 



21 源泉徴収税額 10 数字 10 文字以内 未徴収税額を含んだ源泉徴収税額をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

【注意事項】 

１．ゼロ記入の場合はすべてゼロでパンチしてください。 

２．１段のみ記入はそのままパンチしてください。 

３．２段記入の場合、下段の金額をパンチしてください。 

４．カッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてください。 

22 未徴収税額       空値 

23 （源泉）控配有

無 

11 数字 1 文字以内 *、○、レ、乙等の印もしくは１がある場合は「1」を、無い場合は「2」をパン

チしてください。 

24 老人控配 12 数字 1 文字以内 *、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

※控除対象配偶者が老人に該当するときは、「No.23（源泉）控配有無」に「1」

をパンチしてください。 

25 配偶者（特別）控

除の額 

13 数字 10 文字以内 配偶者控除額又は配偶者特別控除額をパンチしてください。未記入は「0」をパ

ンチしてください。 

26 扶養特定主 14 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．人数を記載する欄に、＊、○、レ等、数字以外が記入されている場合はノー

パンチとしてくださ 

い。 

27 扶養特定従       空値 

28 扶養老人主 16 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

29 扶養老人内訳 15 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

30 扶養老人従       空値 

31 扶養その他主 17 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

32 扶養その他従       空値 

33 障害者特別 21 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

34 障害者内訳 20 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

35 障害者その他 22 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 



36 社会保険料 26 数字 10 文字以内 小規模企業共済等掛金を含んだ金額をパンチしてください。未記入は「0」をパ

ンチしてください。１．１段のみ記入は下段としてパンチしてください。２．２

段記入の場合、上段・下段の金額ともにパンチしてください。３．２段記入の場

合の上段はカッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてください。４．

欄が点線で区切られた用紙の上段のみに記入がある場合は下段としてパンチし

てください。 

37 社会保険料内訳 25 数字 10 文字以内 給与支払報告書記載の金額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

38 生命保険料控除

額 

27 数字 10 文字以内 生命保険料の控除額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

39 地震保険料控除

額 

28 数字 10 文字以内 地震保険料の控除額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

40 住宅借入金等特

別控除額 

29 数字 10 文字以内 住宅借入金等特別控除の金額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

41 旧個人年金保険

料額 

38 数字 10 文字以内 旧契約の生命保険の支払保険料額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

42 配偶者合計所得 54 数字 10 文字以内 配偶者の合計所得の額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

43 旧長期損害保険

料額 

57 数字 10 文字以内 旧長期損害保険の支払保険料額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

44 生年月日元号 95 数字 1 文字以内 1：明治 2：大正 3：昭和 4：平成 5：令和それ以外は空値にしてください。

※パンチする年号に注意してください。【注意事項】１．西暦記入の場合の「年」

は下３桁をパンチしてください。例１：1968 年の場合、年号に「9」、年に「68」

をパンチ。例２：2005 年の場合、年号に「0」、年に「05」をパンチ。旧様式の

場合、「○」の記載がある項目に対応する数字をパンチしてください。２．年号

の未記入、もしくは不明の場合はスペースとしてください。また、「昭」や「Ｓ」

等、記入が不完全な場合で判断が可能な場合はパンチしてください。３．年月

日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、不明瞭の場合

は、年又は月又は日を「00」でパンチしてください。また、月や日があり得ない

場合は、そのままパンチしてください。（例） 年 月 日 53 10 △△ → 531000 

となります 62 13 30 → 621330 となります５．年号が数値で記載された場合、

その数字をパンチしてください。数値が２桁の場合はスペースとしてください。 

45 生年月日年 96 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の生年月日年をパンチしてください。 

46 生年月日月 97 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の生年月日月をパンチしてください。 

47 生年月日日 98 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の生年月日日をパンチしてください。 

48 
 

夫有り       空値 



49 未成年者 83 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

50 乙蘭 84 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。未記入、非該当は

「0」をパンチしてください。【注意事項】１．＊、○、レ、乙等の印もしくは１

がある場合は‘１’をパンチしてください。２．１．以外（１以外の数字など）

が記入されている場合は、ノーパンチとしてください。 

51 本人特別障害 85 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

52 本人その他障害 86 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

53 老年       空値 

54 寡婦 87 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

55 寡夫   数字 1 文字以内 「0」をパンチしてください。 

56 勤労学生 89 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

57 死亡退職       空値 

58 災害者       空値 



59 外国人       空値 

60 中途就退職区分 90.91 数字 1 文字以内 「就職」欄に＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

「退職」欄に＊、○、レ等の印がある場合は「2」をパンチしてください。 

それ以外は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．年月日の記入通りにパンチしてください。 

２．中途就職・退職の両方に印がある場合、赤丸の項目のみパンチしてくださ

い。赤丸が無い場合は、両方パンチしてください。 

３．中途就職・退職の年月日に２つ以上の日付が記入されている場合は、赤丸

囲みで指示されている日付をパンチしてください。赤丸囲みが「月日」のみの

場合でも、「年」の記載があれば記載されている「年」をパンチしてください。 

４．年月日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、「年」

が西暦で記入されている場合や、不明瞭の場合は、年又は月又は日を「00」でパ

ンチしてください。また、月や日があり得ない場合は、そのままパンチしてく

ださい。 

（例） 年 月 日 

53 10 △△ → 531000 となります 

53 0 0 → 530000 となります 

1958 8 15 → 000815 となります 

62 13 30 → 621330 となります 

５．中途就職・退職の両方に印がついていない場合で、日付が記入されている

場合は、日付のみパンチしてください。 

６．年に‘元’が記入されている場合、「01」をパンチしてください。 

７．年月日の記入で以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

(１) 原票に年のみ印刷されていて、月日に記入が無い場合。 

(２) 年月日が全て 0 の場合。 

８．年月日の記入で以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

(１) 中途就職・退職の年月日に２つ以上の日付が記入されていて、赤丸囲みの

指示がない場合。 

(２) 赤丸が複数ある。 

61 中途就退職年 92 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の中途就退職年をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

62 中途就退職月 93 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の中途就退職月をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

63 中途就退職日 94 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の中途就退職日をパンチしてください。未記入は空値にし

てください。 

64 他の支払者住所       空値 

65 他の支払者国外       空値 



66 他の支払者氏名       空値 

67 他の支払者支払

金額 

30 数字 10 文字以内 前職の給与等支払金額をパンチしてください。 

赤字のシンボル‘Ａ’の数字を桁数に併せて前ゼロでパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

【注意事項】 

１．以下の内容でパンチしてください。 

(１) 赤字のシンボル‘Ａ’は、「前職分 支払金額」としてパンチしてください。 

(２) 赤字のシンボル‘Ｂ’は、「前職分 源泉徴収税額」としてパンチしてくだ

さい。 

(３) 赤字のシンボル‘Ｃ’は、「前職分 社会保険料等の金額」としてパンチし

てください。 

２．シンボル’Ａ’、’Ｂ’、’Ｃ’の並び順に注意してパンチしてください。 

’Ａ’、’Ｃ’、’Ｂ’や’Ｂ’、’Ｃ’、Ａ’の並び順など、’Ａ’、’Ｂ’、’Ｃ’の並

び順ではない場 

合もあります。 

３．以下の事例の場合は、ノーパンチとしてください。 

(１) 赤字以外（黒字）で書かれている場合。 

(２) 赤字のシンボルが複数書かれている場合。 

４．赤字のシンボルが無い場合は、ノーパンチとしてください。 

68 他の支払者源泉

徴収 

31 数字 10 文字以内 前職の源泉徴収税額をパンチしてください。 

赤字のシンボル‘Ｂ’の数字を桁数に併せて前ゼロでパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

69 他の支払者社会

保険 

32 数字 10 文字以内 前職の社会保険料額をパンチしてください。 

赤字のシンボル‘Ｃ’の数字を桁数に併せて前ゼロでパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

70 徴収猶予税額       空値 

71 他支払者退職年       空値 

72 他支払者退職月       空値 

73 他支払者退職日       空値 

74 住宅取得居住年 40 数字 2 文字以内 居住開始年月日（１回目）の「年」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

【注意事項】 

１．年月日の記入通りにパンチしてください。 

２．年月日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、「年」

が西暦で記入されて 

いる場合や、不明瞭の場合は、年又は月又は日を「00」でパンチしてください。 

また、月や日があり得ない場合は、そのままパンチしてください。 

（例） 年 月 日 

53 10 △△ → 531000 となります 

1958 8 15 → 000815 となります 

62 13 30 → 621330 となります 



75 住宅取得居住月 41 数字 2 文字以内 居住開始年月日（１回目）の「月」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

76 住宅取得居住日 42 数字 2 文字以内 居住開始年月日（１回目）の「日」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

77 住宅取得適用数 39 数字 1 文字以内 住宅借入金等特別控除適用数をパンチしてください。 

未記入、非該当は「0」をパンチしてください。 

78 住宅取得控除可

能額 

45 数字 10 文字以内 住宅借入金等特別控除可能額をパンチしてください。未記入は「0」をパンチし

てください。 

79 住宅取得区分 43 数字 2 文字以内 「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))のとき「01」 

「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）のとき「02」 

「増」（特定増改築等住宅借入金等特別控）のとき「03」 

「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供していた家屋が居住の用に供

することができなくなった場合で、平成 23 年から令和 7 年 12 月 31 日までの間

に新築や購入、増改築をした家屋に係る住宅借入金等について、震災特例法第

13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特別控除」の規定の適用

を選択した場合）のとき「04」 

「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特定取得該当のとき

「11」 

「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特定取得該当のと

き「12」 

「増」（特定増改築等住宅借入金等特別控）で、特定取得該当のとき「13」 

「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特別特定取得該当の

とき「21」 

「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特別特定取得該当

のとき「22」 

「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供していた家屋が居住の用に供

することができなくなった場合で、平成 23 年から令和 7 年 12 月 31 日までの間

に新築や購入、増改築をした家屋に係る住宅借入金等について、震災特例法第

13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特別控除」の規定の適用

を選択した場合）で、特別特定取得該当のとき「24」 

 

「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特例特別特例取得該

当のとき「31」 

「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特例特別特例取得

該当のとき「32」 

「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供していた家屋が居住の用に供

することができなくなった場合で、平成 23 年から令和 7 年 12 月 31 日までの間

に新築や購入、増改築等をした家屋に係る住宅借入金等について、震災特例法

第 13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特別控除」の規定の適



用を選択した場合）で、特例特別特例取得該当のとき「34」 

「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、住宅が特例居住用家

屋該当のとき「41」 

「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、住宅が特例認定住

宅等該当のとき「42」 

「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供していた家屋が居住の用に供

することができなくなった場合で、平成 23 年から令和 7 年 12 月 31 日までの間

に新築や購入、増改築等をした家屋に係る住宅借入金等について、震災特例法

第 13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特別控除」の規定の適

用を選択した場合）で、住宅が特例居住用家屋該当のとき「44」 

未記入は「0」をパンチしてください。 

い。 

80 住宅取得借入金 44 数字 8 文字以内 住宅借入金等年末残高（１回目）をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

81 住宅取得居住年

２ 

46 数字 2 文字以内 居住開始年月日（２回目）の「年」をパンチしてください。未記入は空値にして

ください。 

82 住宅取得居住月

２ 

47 数字 2 文字以内 居住開始年月日（２回目）の「月」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

83 住宅取得居住日

２ 

48 数字 2 文字以内 居住開始年月日（２回目）の「日」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

84 住宅取得区分２ 49 数字 2 文字以内 「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))のとき「01」「認」（認定

住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）のとき「02」「増」（特定増改築等

住宅借入金等特別控）のとき「03」「震」（東日本大震災によって自己の居住の 

用に供していた家屋が居住の用に供することができなくなった場合で、平成 23

年から令和 7 年 12 月 31 日までの間に新築や購入、増改築をした家屋に係る住

宅借入金等について、震災特例法第 13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る

住宅借入金等特別控除」の規定の適用を選択した場合）のとき「04」「住」（一般

の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特定取得該当のとき「11」「認」

（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特定取得該当のとき「12」 

「増」（特定増改築等住宅借入金等特別控）で、特定取得該当のとき「13」「住」

（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特別特定取得該当のとき

「21」「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特別特定取

得該当のとき「22」「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供していた

家屋が居住の用に供することができなくなった場合で、平成 23 年から令和 7 年

12 月 31 日までの間に新築や購入、増改築をした家屋に係る住宅借入金等につ

いて、震災特例法第 13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入金等特

別控除」の規定の適用を選択した場合）で、特別特定取得該当のとき「24」「住」 

（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、特例特別特例取得該当の

とき「31」「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除）で、特例特別



特例取得該当のとき「32」「震」（東日本大震災によって自己の居住の用に供し

ていた家屋が居住の用に供することができなくなった場合で、平成 23 年から令

和 7 年 12 月 31 日までの間に新築や購入、増改築等をした家屋に係る住宅借入

金等について、震災特例法第 13 条の２第１項「住宅の再取得等に係る住宅借入

金等特別控除」の規定の適用を選択した場合）で、特例特別特例取得該当のと

き「34」「住」（一般の住宅借入金等特別控除（増改築を含む))で、住宅が特例居

住用家屋該当のとき「41」「認」（認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控

除）で、住宅が特例認定住宅等該当のとき「42」「震」（東日本大震災によって自

己の居住の用に供していた家屋が居住の用に供することができなくなった場合

で、平成 23 年から令和 7 年 12 月 31 日までの間に新築や購入、増改築等をした

家屋に係る住宅借入金等について、震災特例法第 13 条の２第１項「住宅の再取

得等に係る住宅借入金等特別控除」の規定の適用を選択した場合）で、住宅が

特例居住用家屋該当のとき「44」未記入は「0」をパンチしてください。 

85 住宅取得借入金

２ 

50 数字 8 文字以内 住宅借入金等年末残高（２回目）をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

86 摘要 33   300 文字以内   

87 新生命保険料額 34 数字 10 文字以内 新契約の生命保険の支払保険料額をパンチしてください。未記入は「0」をパン

チしてください。 

88 旧生命保険料額 35 数字 10 文字以内 旧契約の生命保険の支払保険料額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

89 介護医療保険料

額 

36 数字 10 文字以内 介護医療の支払保険料額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

90 新個人年金保険

料額 

37 数字 10 文字以内 新契約の個人年金の支払保険料額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

91 扶養１６歳未満 19 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

92 国民年金保険料

等の金額 

55 数字 10 文字以内 国民年金保険料等の金額をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

93 非居住者である

親族の数 

23 数字 2 文字以内 給与支払報告書記載の人数をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

94 提出義務者の個

人番号又は法人

番号 

99 数字 13 文字以内 給与支払報告書（総括表）に記載の法人番号（13 桁の数字）を、並び順で、そ

の束の個人明細書にセットしてください。※個人番号（12 桁の数字）はセット

しないでください。 



95 支払を受ける者

の個人番号 

5 数字 12 文字以内 支払を受ける者の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。未記入は空

値にしてください。【注意事項】１．個人番号が「＊」で埋められている場合は、

ノーパンチとしてください。２．個人番号が「0」（ゼロ）で埋められている場合

は、「0」をパンチしてください。３．個人番号が１２桁未満の場合は、前ゼロパ

ンチは不要です。４．個人番号が１２桁を超える場合は、ノーパンチとしてく

ださい。 

96 （源泉・特別）控

除対象配偶者－

フリガナ 

51 全角 30 文字以内 控除対象配偶者又は配偶者特別控除の対象となる配偶者（年末調整の適用を受

けていない場合には、源泉控除対象配偶者）の氏名のフリガナをパンチしてく

ださい。 

【注意事項】 

１．カナ氏名が未記入の場合はノーパンチとしてください。 

２．氏名欄が氏名以外の記入のみの場合はノーパンチとしてください。 

３．アルファベットのみはノーパンチとしてください。 

４．フリガナに 1 文字でも不明文字が入っている場合はノーパンチとしてくだ

さい。 

５．氏名と思われるものをパンチしてください。 

６．役職欄に記入される場合がありますが、パンチしてください。 

７．姓のみ、名のみでもパンチしてください。 

姓が省略されている場合も同様に、名のみパンチしてください。 

８．フリガナ欄が未記入で漢字氏名欄が平仮名やカタカナの場合はパンチして

ください。 

９．漢字記入とフリガナ記入が異なっている場合でもフリガナをパンチしてく

ださい。 

10．姓、名の間に中点「・」がある場合の中点「・」はスペースでパンチしてく

ださい。 

11．姓、名の区切りが分からない場合は、つめてパンチしてください。 

12．カナとアルファベットが混在している場合は、カナだけをつめてパンチし

てください。 

13．カナ小文字は大文字に置き換えてパンチしてください。 

14．平仮名は、カナに置き換えてパンチしてください。 

15．カッコがある場合は、スペースでパンチしてください。 

（例）アア イイ（ウウ エエ） → アア イイ ウウ エエとなります 

（例）アア（イイイ）ウウ→ アア イイイ ウウとなります 

97 （源泉・特別）控

除対象配偶者－

氏名 

      空値 

98 （源泉・特別）控

除対象配偶者－

区分 

52 数字 2 文字以内 ＊、○、レ等の印もしくは１の場合は「01」、未記入、0 か 00 の場合は「00」を

パンチしてください。 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

0、00 の場合は「0」をパンチしてください。 

２．上記以外（0,1,00 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチ



としてください。 

99 （源泉・特別）控

除対象配偶者－

個人番号 

53 数字 12 文字以内 控除対象配偶者又は配偶者特別控除の対象となる配偶者（年末調整の適用を受

けていない場合には、源泉控除対象配偶者）の個人番号（12 桁の数字）をパン

チしてください。 

未記入は空値にしてください。 

100 控除対象扶養親

族 等 (1) － フ リ

ガナ 

59 全角 30 文字以内 控除対象扶養親族(1)の氏名のフリガナをパンチしてください。未記入は空値に

してください。 

101 控除対象扶養親

族等(1)－氏名 

      空値 

102 控除対象扶養親

族等(1)－区分 

60 数字 2 文字以内 未記入は「00」をパンチしてください。 

103 控除対象扶養親

族 等 (1) － 個 人

番号 

61 数字 12 文字以内 控除対象扶養親族(1)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

104 控除対象扶養親

族 等 (2) － フ リ

ガナ 

62 全角 30 文字以内 控除対象扶養親族(2)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

105 控除対象扶養親

族等(2)－氏名 

      空値 

106 控除対象扶養親

族等(2)－区分 

63 数字 2 文字以内 未記入は「00」をパンチしてください。 

107 控除対象扶養親

族 等 (2) － 個 人

番号 

64 数字 12 文字以内 控除対象扶養親族(2)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

108 控除対象扶養親

族 等 (3) － フ リ

ガナ 

65 全角 30 文字以内 控除対象扶養親族(3)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

109 控除対象扶養親

族等(3)－氏名 

      空値 

110 控除対象扶養親

族等(3)－区分 

66 数字 2 文字以内 未記入は「00」をパンチしてください。 

111 控除対象扶養親

族 等 (3) － 個 人

番号 

67 数字 12 文字以内 控除対象扶養親族(3)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。未記入

は空値にしてください。 

112 16 歳未満の扶養

親 族 (4) － フ リ

ガナ 

68 全角 30 文字以内 控除対象扶養親族(4)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

113 16 歳未満の扶養       空値 



親族(4)－氏名 

114 16 歳未満の扶養

親族(4)－区分 

69 数字 2 文字以内 未記入は「00」をパンチしてください。 

115 16 歳未満の扶養

親 族 (4) － 個 人

番号 

70 数字 12 文字以内 控除対象扶養親族(4)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

116 16 歳未満の扶養

親 族 (1) － フ リ

ガナ 

71 全角 30 文字以内 16 歳未満の扶養親族(1)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

117 16 歳未満の扶養

親族(1)－氏名 

      空値 

118 16 歳未満の扶養

親族(1)－区分 

72 数字 2 文字以内 16 歳未満の扶養親族(1)が国内に住所を有しない者である場合には「01」、それ

以外の場合には「00」をパンチしてください。 

119 16 歳未満の扶養

親 族 (1) － 個 人

番号 

73 数字 12 文字以内 16 歳未満の扶養親族(1)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

120 16 歳未満の扶養

親 族 (2) － フ リ

ガナ 

74 全角 30 文字以内 16 歳未満の扶養親族(2)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

121 16 歳未満の扶養

親族(2)－氏名 

      空値 

122 16 歳未満の扶養

親族(2)－区分 

75 数字 2 文字以内 16 歳未満の扶養親族(2)が国内に住所を有しない者である場合には「01」、それ

以外の場合には「00」をパンチしてください。 

123 16 歳未満の扶養

親 族 (2) － 個 人

番号 

76 数字 12 文字以内 16 歳未満の扶養親族(2)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

124 16 歳未満の扶養

親 族 (3) － フ リ

ガナ 

77 全角 30 文字以内 16 歳未満の扶養親族(3)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

125 16 歳未満の扶養

親族(3)－氏名 

      空値 

126 16 歳未満の扶養

親族(3)－区分 

78 数字 2 文字以内 16 歳未満の扶養親族(3)が国内に住所を有しない者である場合には「01」、それ

以外の場合には「00」をパンチしてください。 

127 16 歳未満の扶養

親 族 (3) － 個 人

番号 

79 数字 12 文字以内 16 歳未満の扶養親族(3)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。未

記入は空値にしてください。 

128 6 歳未満の扶養

親 族 (4) － フ リ

ガナ 

80 全角 30 文字以内 16 歳未満の扶養親族(4)の氏名のフリガナをパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

129 16 歳未満の扶養

親族(4)－氏名 

      空値 



130 16 歳未満の扶養

親族(4)－区分 

81 数字 2 文字以内 16 歳未満の扶養親族(4)が国内に住所を有しない者である場合には「01」、それ

以外の場合には「00」をパンチしてください。 

131 16 歳未満の扶養

親 族 (4) － 個 人

番号 

82 数字 12 文字以内 16 歳未満の扶養親族(4)の個人番号（12 桁の数字）をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

132 5 人目以降の控

除対象扶養親族

等の個人番号 

101 全角 100 文字以内 未記入は空値にしてください。 

133 5 人目以降の 16

歳未満の扶養親

族の個人番号 

102 全角 100 文字以内 未記入は空値にしてください。 

134 普通徴収 100 数字 1 文字以内 普通徴収のとき「1」をパンチしてください。 

特別徴収のとき「0」をパンチしてください。 

135 青色専従者   数字 1 文字以内 「0」をパンチしてください。 

136 条約免除       空値 

137 カナ氏名 6 半 角

カナ 

60 文字以内 支払を受ける者のカナ氏名をパンチしてください。 

138 受給者番号 4 半角 25 文字以内 受給者番号をパンチしてください。 

○で囲んである場合は、その部分をパンチしてください。 

25 桁超えは 25 桁までパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

【注意事項】 

１．以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

(１) 漢字が混在している場合。 

(２) 不明文字が１文字でも入っている場合。 

２．桁オーバーは先頭から入るところまでパンチしてください。 

３．未記入はスペースとしてください。 

４．受給者番号と思われるものをパンチしてください。 

５．２段・３段書きされている場合もパンチしてください。 

６．出来るだけ記入全てをパンチしてください。（スペースを詰めるなどして調

整してください。） 

７．赤丸で囲まれている場合は、赤丸の部分だけをパンチしてください。 

８．２段、３段書きされている場合や赤丸等で複数箇所囲まれているような場

合は、スペースは不要です。つめてパンチしてください。 

９．小文字アルファベットは、大文字に置き換えてパンチしてください。 

139 市町村コード   数字 6 文字 「292109」をパンチしてください。 

140 指定番号   半角 12 文字以内 特徴の場合は、給与支払報告書（総括表）に記載の指定番号をパンチしてくだ

さい。 

例）指定番号：10000000 

⇒「 00010000000」※「半角スペース+11 桁（頭 0 で埋める）」 



141 基礎控除の額 56 数字 10 文字以内 基礎控除の額をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

142 所得金額調整控

除額 

58 数字 10 文字以内 所得金額調整控除額 をパンチしてください。 

未記入は「0」をパンチしてください。 

143 ひとり親 88 数字 1 文字以内 ＊、○、レ等の印がある場合は「1」をパンチしてください。 

未記入は空値にしてください。 

0：非該当 1：該当 

【注意事項】 

１．＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は「1」をパンチしてください。 

２．１．以外（1 以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとして

ください。 

144 特定親族主 18 数字 2 文字以内 前ゼロでパンチ。 

R７年度以前の様式で提出された場合、[特親」、「特定親族特別控除」は 

「0」をパンチしてください。その他の所得控除欄の項目は新様式と同様にパン

チしてください。 

145 特定親族従       空値 

146 特定親族特別控

除の額 

24 数字 10 文字以内 前ゼロでパンチ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



●項目毎の注意事項 

〈Ｎｏ.１７ 支払金額〉 

１ １段のみ記入はそのままパンチしてください。 

２ ２段記入の場合、下段の金額をパンチしてください。 

３ カッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてください。 

 

〈Ｎｏ.２１ 源泉徴収税額〉 

１ ゼロ記入の場合はすべてゼロでパンチしてください。 

２ １段のみ記入はそのままパンチしてください。 

３ ２段記入の場合、下段の金額をパンチしてください。 

４ カッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてください。 

 

〈Ｎｏ.２３ （源泉）控配有無〉 

１ ＊、○、レ、乙等の印もしくは１がある場合は’１’を、無い場合は’２’をパンチ 

 してください。 

２ １．以外（１以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとしてください。 

３ 印字ずれを考慮しても不明の場合は、ノーパンチとしてください。 

 

〈Ｎｏ.２６ 扶養親族等特定主〉 

〈Ｎｏ.２７ 扶養親族等特定従〉 

〈Ｎｏ.２８ 扶養親族等老人主〉 

〈Ｎｏ.２９ 扶養親族等老人内訳〉 

〈Ｎｏ.３０ 扶養親族等老人従〉 

〈Ｎｏ.３１ 扶養親族等その他主〉 

〈Ｎｏ.３２ 扶養親族等その他従〉 

〈Ｎｏ.３３ 障害者特別〉 

〈Ｎｏ.３４ 障害者内訳〉 

〈Ｎｏ.３５ 障害者その他〉 

〈Ｎｏ.９１ １６歳未満扶養親族の数〉 

〈Ｎｏ.９３ 非居住者である親族の数〉 

１ 人数を記載する欄に、＊、○、レ等、数字以外が記入されている場合はノーパンチと 

してください。 

 

〈Ｎｏ.３６ 社会保険料〉 

１ １段のみ記入は下段としてパンチしてください。 

２ ２段記入の場合、上段・下段の金額ともにパンチしてください。 

３ ２段記入の場合の上段はカッコ書きの場合がありますが、金額のみパンチしてくだ 

さい。 

４ 欄が点線で区切られた用紙の上段のみに記入がある場合は下段としてパンチしてく 

ださい。 

 

〈Ｎｏ.４４ 生年月日元号〉 

〈Ｎｏ.４５ 生年月日年〉 

〈Ｎｏ.４６ 生年月日月〉 

〈Ｎｏ.４７ 生年月日日〉 

１ 西暦記入の場合の「年」は下３桁をパンチしてください。 

例１：１９６８年の場合、年号に「９」、年に「６８」をパンチ。 

例２：２００５年の場合、年号に「０」、年に「０５」をパンチ。 

２ 年号は、明治ならば‘１’、大正ならば‘２’、昭和ならば‘３’、平成ならば‘４’、 



令和ならば‘５’をパンチしてください。 

旧様式の場合、‘○’の記載がある項目に対応する数字をパンチしてください。 

（旧様式の例） 

 
３ 年号の未記入、もしくは不明の場合はスペースとしてください。また、「昭」や「Ｓ」 

等、記入が不完全な場合で判断が可能な場合はパンチしてください。 

４ 年月日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、不明瞭の場合 

は、年又は月又は日を００でパンチしてください。 

また、月や日があり得ない場合は、そのままパンチしてください。 

（例） 年  月  日 

53  10 △△ → 531000 となります 

 62  13  30  → 621330 となります 

５ 年号が数値で記載された場合、その数字をパンチしてください。 

数値が２桁の場合はスペースとしてください。 

 

〈Ｎｏ.４９ 未成年者〉 

〈Ｎｏ.５１ 本人特別障害〉 

〈Ｎｏ.５２ 本人その他障害〉 

〈Ｎｏ.５３ 老年者〉 

〈Ｎｏ.５４ 寡婦〉 

〈Ｎｏ.５５ 寡夫〉 

〈Ｎｏ.５６ 勤労学生〉 

〈Ｎｏ.１４３ 勤労学生〉 

１ ＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は‘１’をパンチしてください。 

２ １．以外（１以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとしてください。 

 

〈Ｎｏ.５０ 乙欄〉 

１ ＊、○、レ、乙等の印もしくは１がある場合は‘１’をパンチしてください。 

２ １以外（１以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとしてください。 

 

〈Ｎｏ.６０ 中途就退職区分〉 

〈Ｎｏ.６１ 中途就退職年〉 

〈Ｎｏ.６２ 中途就退職月〉 

〈Ｎｏ.６３ 中途就退職日〉 

１ 年月日の記入通りにパンチしてください。 

２ 中途就職・退職の両方に印がある場合、赤丸の項目のみパンチしてください。 

赤丸が無い場合は、両方パンチしてください。 

３ 中途就職・退職の年月日に２つ以上の日付が記入されている場合は、赤丸囲みで指示 

されている日付をパンチしてください。 

赤丸囲みが「月日」のみの場合でも、「年」の記載があれば記載されている「年」を 

パンチしてください。 

   



４ 年月日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、「年」が西暦で 

記入されている場合や、不明瞭の場合は、年又は月又は日を００でパンチしてください。 

また、月や日があり得ない場合は、そのままパンチしてください。 

（例）  年   月    日 

53   10   △△ → 531000 となります 

53    0     0  → 530000 となります 

1958   8    15  → 000815 となります 

62   13    30  → 621330 となります 

５ 中途就職・退職の両方に印がついていない場合で、日付が記入されている場合は、日 

付のみパンチしてください。 

６ 年に‘元’が記入されている場合、‘01’をパンチしてください。 

７ 年月日の記入で以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

⑴ 原票に年のみ印刷されていて、月日に記入が無い場合。 

  ⑵ 年月日が全て０の場合。 

８ 年月日の記入で以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

⑴ 中途就職・退職の年月日に２つ以上の日付が記入されていて、赤丸囲みの指示がな 

い場合。 

 ⑵ 赤丸が複数ある。 

 

〈Ｎｏ.７４ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(1回目)－年〉 

〈Ｎｏ.７５ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(1回目)－月〉 

〈Ｎｏ.７６ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(1回目)－日〉 

〈Ｎｏ.８１ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(2回目)－年〉 

〈Ｎｏ.８２ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(2回目)－月〉 

〈Ｎｏ.８３ 住宅借入金等特別控除等適用家屋居住年月日(2回目)－日〉 

１ 年月日の記入通りにパンチしてください。 

２ 年月日の記入で年月のみや月日のみのように記入が不完全な場合や、「年」が西暦で 

記入されている場合や、不明瞭の場合は、年又は月又は日を００でパンチしてください。 

また、月や日があり得ない場合は、そのままパンチしてください。 

 

（例）  年   月    日 

53   10   △△ → 531000 となります 

1958   8    15  → 000815 となります 

62   13    30  → 621330 となります 

 

〈Ｎｏ.７９ 住宅借入金等特別区分(1回目)〉 

〈Ｎｏ.８４ 住宅借入金等特別区分(2回目)〉 

１ 住、認、増、震の記載があり、特、特定、特特、特特特、特家以外の記載もある場合、 

ノーパンチとしてください。 

２ 特、特定、特特、特特特、特家の記載があり、住、認、増、震以外の記載もある場合、 

 ノーパンチとしてください。 

３ 住、認、増、震、特、特定、特特、特特特、特家以外の文字のみ記載されている場合、 

ノーパンチとしてください。 

４ 特家の記載があり、特、特定、特特、特特特の記載もある場合、特家とみなして’４’ 

をパンチしてください。 

（例１）住（特特）（特家）の記載がある場合 

住宅借入金等特別控除区分は’１’、 

住宅借入金等特別控除（特別）特定取得 該当区分は’４’でパンチしてください。 

（例２）住（特家）（特特特）の記載がある場合 



住宅借入金等特別控除区分は’１’、 

住宅借入金等特別控除（特別）特定取得 該当区分は’４’でパンチしてください。 

 

〈Ｎｏ.９５ 支払を受ける者の個人番号〉 

１ 個人番号が「＊」で埋められている場合は、ノーパンチとしてください。 

２ 個人番号が「０」（ゼロ）で埋められている場合は、「０」をパンチしてください。 

３ 個人番号が１２桁未満の場合は、前ゼロパンチは不要です。 

４ 個人番号が１２桁を超える場合は、ノーパンチとしてください。 

 

〈Ｎｏ.９６ （源泉・特別）控除対象配偶者－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１００ 控除対象扶養親族等(1)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１０４ 控除対象扶養親族等(2)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１０８ 控除対象扶養親族等(3)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１１２ 控除対象扶養親族等(4)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１１６ 16歳未満の扶養親族(1)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１２０ 16歳未満の扶養親族(2)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１２４ 16歳未満の扶養親族(3)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１２８ 16歳未満の扶養親族(4)－フリガナ〉 

〈Ｎｏ.１３７ 氏名 フリガナ〉 

１ カナ氏名が未記入の場合はノーパンチとしてください。 

２ 氏名欄が氏名以外の記入のみの場合はノーパンチとしてください。 

３ アルファベットのみはノーパンチとしてください。 

４ フリガナに1文字でも不明文字が入っている場合はノーパンチとしてください。 

５ 氏名と思われるものをパンチしてください。 

６ 役職欄に記入される場合がありますが、パンチしてください。 

７ 姓のみ、名のみでもパンチしてください。姓が省略されている場合も同様に、名のみ 

パンチしてください。 

８ フリガナ欄が未記入で漢字氏名欄が平仮名やカタカナの場合はパンチしてください。 

９ 漢字記入とフリガナ記入が異なっている場合でもフリガナをパンチしてください。 

10 姓、名の間に中点「・」がある場合の中点「・」はスペースでパンチしてください。 

11 姓、名の区切りが分からない場合は、つめてパンチしてください。 

12 カナとアルファベットが混在している場合は、カナだけをつめてパンチしてくださ

い。 

13 カナ小文字は大文字に置き換えてパンチしてください。 

14 平仮名は、カナに置き換えてパンチしてください。 

15 カッコがある場合は、スペースでパンチしてください。 

（例）アア イイ（ウウ エエ） → アア イイ ウウ エエとなります 

（例）アア（イイイ）ウウ→ アア イイイ ウウとなります 

 

〈Ｎｏ.９８ （源泉・特別）控除対象配偶者－区分〉 

〈Ｎｏ.１１８ 16歳未満の扶養親族(1)－区分〉 

〈Ｎｏ.１２２ 16歳未満の扶養親族(2)－区分〉 

〈Ｎｏ.１２６ 16歳未満の扶養親族(3)－区分〉 

〈Ｎｏ.１３０ 16歳未満の扶養親族(4)－区分〉 

１ ＊、○、レ等の印もしくは１がある場合は‘１’をパンチしてください。 

0、00の場合は‘0’をパンチしてください。 

２ 上記以外（0,1,00以外の数字など）が記入されている場合は、ノーパンチとしてくだ 

さい。 

〈Ｎｏ.１０２ 控除対象扶養親族等(1)－区分〉 



〈Ｎｏ.１０６ 控除対象扶養親族等(2)－区分〉 

〈Ｎｏ.１１０ 控除対象扶養親族等(3)－区分〉 

〈Ｎｏ.１１４ 控除対象扶養親族等(4)－区分〉 

１ 0、1、2、3、4、00、01、02、03、04のとき、前ゼロ2桁でパンチしてください。 

２ 上記以外の場合は、ノーパンチとしてください。 

 

〈Ｎｏ.１３８ 受給者番号〉 

１ 以下の事例の場合、ノーパンチとしてください。 

⑴  漢字が混在している場合。 

⑵ 不明文字が１文字でも入っている場合。 

２ 桁オーバーは先頭から入るところまでパンチしてください。 

３ 未記入はスペースとしてください。 

４ 受給者番号と思われるものをパンチしてください。 

５ ２段・３段書きされている場合もパンチしてください。 

６ 出来るだけ記入全てをパンチしてください。（スペースを詰めるなどして調整してく 

ださい。） 

７ 赤丸で囲まれている場合は、赤丸の部分だけをパンチしてください。 

８ ２段、３段書きされている場合や赤丸等で複数箇所囲まれているような場合は、ス 

ペースは不要です。つめてパンチしてください。 

９ 小文字アルファベットは、大文字に置き換えてパンチしてください。 

 

〈Ｎｏ.１４１ 基礎控除の額〉 

１ ゼロ記入の場合はすべてゼロでパンチしてください。 

 

〈住宅借入金等特別控除 関連項目〉 

１ 住宅借入金等特別控除適用数３以上の場合、摘要欄に３回目以降の住宅借入金等特 

別控除関連項目が記載されます。摘要欄の住宅借入金等特別控除関連項目はパンチ不要

です。 

 

〈Ｎｏ.６７ 他の支払者支払金額〉 

〈Ｎｏ.６８ 他の支払者源泉徴収〉 

〈Ｎｏ.６９ 他の支払者社会保険〉 

１ 以下の内容でパンチしてください。 

⑴ 赤字のシンボル‘Ａ’は、「前職分 支払金額」としてパンチしてください。 

 ⑵  赤字のシンボル‘Ｂ’は、「前職分 源泉徴収税額」としてパンチしてください。 

⑶  赤字のシンボル‘Ｃ’は、「前職分 社会保険料等の金額」としてパンチしてくだ 

さい。 

２ シンボル’Ａ’、’Ｂ’、’Ｃ’の並び順に注意してパンチしてください。 

’Ａ’、’Ｃ’、’Ｂ’や’Ｂ’、’Ｃ’、Ａ’の並び順など、’Ａ’、’Ｂ’、’Ｃ’の並び順で 

はない場合もあります。 

３ 以下の事例の場合は、ノーパンチとしてください。 

⑴  赤字以外（黒字）で書かれている場合。 

⑵ 赤字のシンボルが複数書かれている場合。 

４ 赤字のシンボルが無い場合は、ノーパンチとしてください。 

 


